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１、はじめに 

 

ᇸ⋢┴のࡰ࡯中ኸに఩⨨する越生町は、人ཱྀ⣙１୓１༓人、ᮾிにも㸳㸮キロ࣓ートルᅪෆ、እ⛛∗

ᒣ地と関ᮾᖹ㔝の᥋Ⅼに࠶り、町のࡰ࡯中ኸを越㎶ᕝがὶれる⥳㇏かな⎔ቃに࠶る町です。 

越生町には、関ᮾ୕大梅ᯘの୍つにᩘえられている越生梅ᯘをጞめ、᪥ᮏほගⓒ㑅の㯮ᒣ୕⁪、関ᮾ

୍の஬大ᑛつつじබ園、ኴ⏣道℺ゆかりのᒣ྿の里歴史බ園な࡝も࠶り、ⰼの里、またᖹ成㸰㸶年㸲月

㸰㸷᪥に඲ᅜึのࣁイキングのまちをᐉゝしています。梅とゆずの཰✭㔞とฟⲴ㔞は┴ෆ第�఩で、ᇸ

⋢┴第�఩の大クスのᮌ、ᖹᏳ時௦の௖ീのᩘも┴で�఩と、ᪧ㊧や⚄社௖㛶な࡝もከく、歴史も࠶り

近年では、㣗のᏳ඲や೺ᗣᚿྥの高まりから越生の梅・ゆず〇品を求める᪉やࣁイキングを‶ႚするた

め、㤳㒔近㑹からゼれる᪉が年ࠎቑえては᮶ています。 

そࢇな㢼ග᫂፽な⎔ቃの中に、Ύ࿴学園高➼学ᰯは࠶ります。᫛࿴㸱７年に「越生自動㌴学ᰯᩚഛ科」

として、自動㌴ᩚഛኈの㣴成学ᰯとして㛤学。ᖹ成１㸴年㸲月通信制高ᰯでは඲ᅜึとなるᅜᐙ㈨᱁㸦㸱

⣭自動㌴ᩚഛኈ㸧の取得ྍ能な自動㌴科、ᖹ成㸰㸷年㸲月・ㄪ理ᖌのᅜᐙ㈨᱁(ㄪ理ᖌ)が取得ྍ能なㄪ

理科、学び┤しや㈨᱁取得がྍ能な普通科(アドバンスコース)・㸦࣋ーシックコース㸧の୕学科㸰コー

ス制を設⨨。ᘓ学の⢭⚄でも࠶る「行うことによࡗて学ぶ」をල⌧化する᪂しいスタイルの通信制高ᰯ

で࠶り、௧࿴㸳年ᗘから࣐イスター・ࣁイスクール஦業のᣦ定ᰯとなり௒年ᗘ㸰年目となります。 
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㸲、஦業の実施期間 
   ௧࿴㸴年㸴月㸦ዎ⣙⥾⤖᪥㸧～ ７年㸱月㸱１᪥ 

⟶理ᶵ関 
ձ⟶理ᶵ関㸦ᕷ༊町ᮧ・㒔道ᗓ┴㸧 

 りがなࡩ

⟶理ᶵ関名 

おごせまち 

越生町 

௦表⪅⫋名 町長 

௦表⪅Ặ名 ᪂஭ ᗣஅ 

 

ղ⟶理ᶵ関㸦産業⏺㸧ͤ㸰ᅋ体௨ୖ࠶るሙ合は、㐺ᐅ、ḍを㏣加してグධしてください。 

 りがなࡩ

⟶理ᶵ関名 

うࡻࡂさいたまじࡷかぶしきがいしࢃࢇでࢇしࢇでࢇ࡯がしにࡦ

ぶさいたまにししてࢇ 

ᮾ᪥ᮏ㟁信㟁ヰ会社ᇸ⋢஦業㒊ᇸ⋢すᨭᗑ 

௦表⪅⫋名 ᨭᗑ長 

௦表⪅Ặ名 ᒣᓮ 大஧㑻 

 

ճ⟶理ᶵ関㸦学ᰯ設⨨⪅㸧 

 りがなࡩ

⟶理ᶵ関名 

がࡗこう࡯うじࢇいちかࢃがくえࢇ 

学ᰯἲ人୍ᕝ学園 

௦表⪅⫋名 理஦長 

௦表⪅Ặ名 ୍ᕝ 高୍ 

 

ᣦ定ᰯ名 

学ᰯ名 Ύ࿴学園高➼学ᰯ 

学ᰯ長名 ୍ᕝ 高୍ 

 

஦業名 

「 レジリエントな町と産業をᨭえるࢽューノー࣐ル時௦の6;人ᮦ㣴成ࣔデルのᵓ⠏」 

 

஦業概要 

近年 ,C7(᝟ሗ通信ᢏ術)や ,R7(ࣔノのインターネット)がᛴ㏿に発展・普ཬし産業ᵓ㐀が目まࡄるしく

ኚ化する中、ᮏᰯは、通信制高ᰯで࠶りながら、඲ᅜ၏୍のᅜᐙ㈨᱁が取得ྍ能な学ᰯで࠶り、工業(自

動㌴科)・ᐙᗞ(ㄪ理科)を᭷するᑓ㛛高ᰯに༉ᩛする᪂しいスタイルの高➼学ᰯで࠶る。 

越生町は、ᇸ⋢┴୍の「梅・ゆず」の生産地で࠶るが、この地域産業に関するᣢ⥆性・⥅⥆性が大きな

ㄢ㢟の୍つで࠶る。ձ梅・ゆず㎰ᐙの高年㱋化・ᚋ⥅⪅୙㊊、ղ梅・ゆず販売༢౯のపῶ化。㇏かな自

然⎔ቃを⫼ᬒにほග᣺⯆⟇の୍つとして඲ᅜึの「ࣁイキングの町」ᐉゝをしているが、成果ᣦᩘは目

標್にᒆいていない。これらのㄢ㢟に対し、ほග㈨※の᭷効活用と㎰産物の元ࠎᣢࡗている౯್を᭦に

高め、生産性の౯್をୖࡆる㣗品加工(㸰ḟ産業)ὶ通・販売(୕ḟ産業)に取り組ࡳ、᱂ᇵから཰✭、加

工、ὶ通・販売といࡗた「梅・ゆず」㎰ᐙの୍連のビジネスバリューチェインの作業ẖに、生徒ならで

はの᪂㩭な目⥺でのアイデアをບ㉳し┒り㎸ࡳ、解Ỵにྥけての取り組ࡳ活動を᥎進する。 
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また、6 次産業化を目指した取り組み活動を通して、町が掲げる産業振興と観光の町の発信の中で、越

生ブランド振興事業の創設や地場産業の振興・町の PRの推進を念頭に、生徒が主体的に自らの視点で、

町の課題を見つけ解決する道を共創し、Connected car としてのキッチンカーの運用や環境に配慮した

「CASE」最新技術等の研究を進め、学校魅力化や SX 人材育成モデルの構築 Sustainability 

Transformationを掲げて、持続可能な地域活性化に向けた事業を産業界と地域の関係者とが協働し、解

決を図ることができる次世代マイスターの育成を行う。 

 学校設定教科・科目の開設，教育課程の特例の活用の有無 

 

５、・学校設定教科・科目   開設している   ・    開設していない 

  ・教育課程の特例の活用  活用している   ・    活用していない 

 

意思決定機関の体制（マイスター・ハイスクール運営委員会） 

 職・属所 名氏

大野 松茂 埼玉県産業教育振興会・顧問 

新井 康之 越生町・町長 

島野 博行 越生町観光協会・会長 

長島 祥二郎 越生町商工会・会長 

山本 信一 飯能信用金庫越生支店・支店長 

市川 剛士 埼玉県商工会青年部連合会・元会長 

一川 高一 清和学園高等学校理事長・校長 

 

事業推進機関の体制（マイスター・ハイスクール事業推進委員会） 

 職・属所 名氏

村上 達則 事業推進委員長・マイスター・ハイスクール CEO 

山崎 大二郎 東日本電信電話株式会社埼玉西支店・支店長 

阿部 将永 株式会社タカインフォテクノ副社長 

横田 惠嗣 産業観光課越生町・課長 

松浦 俊太朗 越生町教育委員会学務課・課長 

磯田 厚子 女子栄養大学 名誉教授 

大室 智史 日本薬科大学・講師 

一川 高一 清和学園高等学校・理事長・校長 

 

 

㸴、 ⟶理ᶵ関の取組・ᨭ᥼実⦼  
㸦１㸧 実施᪥⛬ 
 

 
㸦㸰㸧実⦼のㄝ  ᫂
ձ௧࿴㸴年㸳月１㸳᪥㸦Ỉ㸧 
 ・第１回㐠Ⴀጤ員会㛤ദ 
 ௧࿴㸳年ᗘの᣺り㏉りࠐ
 ஦業ビジࣙンで育成を目ᣦす人間ീࠐ
;6ࠐ 人ᮦにᚲ要な能力・スキル 
 イスクール஦業ィ画案についてࣁ・௧࿴㸴年ᗘの࣐イスターࠐ
 授業概要ࠐ
 授業と能力・スキルの࣐トリックスࠐ
 ෆ実施体制ᰯ ࠐ
 時Ⅼでのㄢ㢟⌧ࠐ

 ពぢ஺᥮の中では、越生町を知り、生徒たちが自らㄢ㢟をぢつけ୺体的な学びになるような 
 取り組ࡳを期ᚅしたい。キッチンカーを౑用したㄪ理࣓ࢽューの㛤発➼は࡝うなࡗているか 
 な࡝✚ᴟ的なពぢ஺᥮が行ࢃれた。 
ղ௧࿴㸴年㸴月㸰㸮᪥�ᮌ� 
 ・第１回஦業᥎進ጤ員会㛤ദ 
 ௧࿴㸳年ᗘの᣺り㏉りࠐ
 ஦業ビジࣙンで育成を目ᣦす人間ീࠐ
;6ࠐ 人ᮦにᚲ要な能力・スキル 
 イスクール஦業ィ画案についてࣁ・௧࿴㸴年ᗘの࣐イスターࠐ
 授業概要ࠐ
 授業と能力・スキルの࣐トリックスࠐ
 ෆ実施体制ᰯࠐ
 時Ⅼでのㄢ㢟について⌧ࠐ

業ົ㡯目 実 施 ᪥ ⛬ 

 � 月 � 月 � 月 � 月 � 月 � 月 �� 月 �� 月 �� 月 � 月 � 月 � 月

㐠Ⴀጤ員会  ࠐ     ࠐ     ࠐ 

஦業᥎進 
ጤ員会 

  ࠐ        ࠐ  

ᢏ能コンクー

ルᑂᰝ会 
          ࠐ  

チࣙコレート

ᑂᰝ会 
      ࠐ      

越生町を知る

ᑂᰝ会 
    ࠐ        

第１回㐠Ⴀጤ員会 

第１回஦業᥎進ጤ員会 
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町の課題を見つけ解決する道を共創し、Connected car としてのキッチンカーの運用や環境に配慮した

「CASE」最新技術等の研究を進め、学校魅力化や SX 人材育成モデルの構築 Sustainability 

Transformationを掲げて、持続可能な地域活性化に向けた事業を産業界と地域の関係者とが協働し、解

決を図ることができる次世代マイスターの育成を行う。 
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島野 博行 越生町観光協会・会長 

長島 祥二郎 越生町商工会・会長 

山本 信一 飯能信用金庫越生支店・支店長 
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㸴、 ⟶理ᶵ関の取組・ᨭ᥼実⦼  
㸦１㸧 実施᪥⛬ 
 

 
㸦㸰㸧実⦼のㄝ  ᫂
ձ௧࿴㸴年㸳月１㸳᪥㸦Ỉ㸧 
 ・第１回㐠Ⴀጤ員会㛤ദ 
 ௧࿴㸳年ᗘの᣺り㏉りࠐ
 ஦業ビジࣙンで育成を目ᣦす人間ീࠐ
;6ࠐ 人ᮦにᚲ要な能力・スキル 
 イスクール஦業ィ画案についてࣁ・௧࿴㸴年ᗘの࣐イスターࠐ
 授業概要ࠐ
 授業と能力・スキルの࣐トリックスࠐ
 ෆ実施体制ᰯ ࠐ
 時Ⅼでのㄢ㢟⌧ࠐ
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 ・第１回஦業᥎進ጤ員会㛤ദ 
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;6ࠐ 人ᮦにᚲ要な能力・スキル 
 イスクール஦業ィ画案についてࣁ・௧࿴㸴年ᗘの࣐イスターࠐ
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 授業と能力・スキルの࣐トリックスࠐ
 ෆ実施体制ᰯࠐ
 時Ⅼでのㄢ㢟について⌧ࠐ

業ົ㡯目 実 施 ᪥ ⛬ 

 � 月 � 月 � 月 � 月 � 月 � 月 �� 月 �� 月 �� 月 � 月 � 月 � 月

㐠Ⴀጤ員会  ࠐ     ࠐ     ࠐ 

஦業᥎進 
ጤ員会 

  ࠐ        ࠐ  

ᢏ能コンクー

ルᑂᰝ会 
          ࠐ  

チࣙコレート

ᑂᰝ会 
      ࠐ      

越生町を知る

ᑂᰝ会 
    ࠐ        

第１回㐠Ⴀጤ員会 

第１回஦業᥎進ጤ員会 
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・࣐イスターの時間☜ಖ 
  ᫖年ᗘよりはᨵၿしたが学年・学科を㉸えるሙ合はその㒔ᗘㄪᩚがᚲ要 
・ホ౯ᣦ標のල体化 

㣴成する能力・スキルのල体的なホ౯᪉ἲは௒ᚋのጤ員会で㆟ㄽ 
・ㄪ理科チࣙコレート PJ の〇㐀 
 ・᫖年ᗘ〇㐀をᢸᙜしていたᑓ㛛学ᰯが௒年ᗘは対応がᅔ㞴となり、௦᭰⟇を᳨ウ中 
・自動㌴科の取り組める地域ㄢ㢟の設定 
 ஺通ၥ㢟・クリーンエネルࢠー➼をೃ⿵に௒年ᗘ中にල体化がᚲ㡲 
ճᢏ能コンクールᑂᰝ会 
 第１回஦業᥎進ጤ員会⤊஢ᚋ、஦業᥎進ጤ員の࣓ンバーのⓙᵝにᑂᰝ員をお㢪いし௒年ᗘึとなる㸱

年生自動㌴科によるᢏ能コンクールを㛤ദする。 
㸦目 的㸧これまでの授業で身に付けたᩚഛᢏ術の発表のሙを設けることで、生徒たちの成長を促し、

ᑓ㛛ᢏ術・知㆑の習得をᅗることを目標とする。また PDCA サイクルの㔜要性を理解させるとともに、

生徒募集に⤖び付ける。 
➇ᢏෆᐜ ࣦィ㺠ࢶを౑用してジャッキアップ・࢘ࢲンからのタイࣖローテーシࣙン஦業᥎進ጤ員のඛ生

᪉からは、生徒୍人ࡦとりが┿๢なまなࡊしで、㍤いていた➼の感᝿がࡗ࠶た。 
このコンクールのෆᐜは、௒年ᗘの第１回中学生がཧ加するオープンキャンࣃスで、඲員ཧ加ᆺの体㦂

として実施した。 
մ௧࿴㸴年１㸮月１㸴᪥㸦Ỉ㸧 
・第㸰回㐠Ⴀጤ員会㛤ദ 
 期の᣺り㏉りୖࠐ
 期の総ᣓୖࠐ
 ண定ࡳୗ期取り組ࠐ

 ពぢ஺᥮ࠐ
 たⅬࡗ成果・Ⰻかڦ
・⟇定したィ画が㡰ㄪに進ᤖ 
 もしくは᪥⛬ㄪᩚまで完஢ࡳ῭時Ⅼで㸶㸮㸣௨ୖが実施⌧ࠐ
ㄪ理科では๓ಽしで、プロジェクトを実施㸦学ෆランチ販売・チࣙコレートࠐ PJ㸧 
・ᰯෆ取り組ࡳ体制の඘実 
 。学ᰯෆ定౛会が☜❧、ྛ教員から自発的なアイデアや要ᮃがฟて㆟ㄽする⎔ቃがᵓ⠏できたࠐ
・普通科のཧ画 
授業、学ෆイ࣋ント、チࣙコレート「越生町を学ぶ」ࠐ PJ に普通科の生徒もᕳき㎸ࢇだ活動が展㛤でき

た。 
 ㄢ㢟・ᨵၿڦ
・特ู授業から通ᖖ授業への㌿᥮ 
教員のព㆑、カリキュラ࣒ୖのᢅいの୧㠃からMHSࠐ の取り組ࡳを特ูイ࣋ントから通ᖖ授業に㌿᥮ 
するᚲ要性が࠶る。 

・ᚲ要時間ᩘの☜ಖ 
 。ಖできた時間は実習や体㦂がඃඛしており、生徒が自ら考える୺体的な時間が☜ಖできていない☜ࠐ
・生徒・教員のデジタルリテラシーのྥ  ୖ
授業でのࠐ ICT ฼活用が、まだまだ୙༑ศで࠶り、฼用時に手間取る≧ἣが発生 

յ １㸮月㸱㸮᪥ �Ỉ� 
・チࣙコレートプロジェクトのᑂᰝ会に㐠Ⴀጤ員・᥎進ጤ員がᑂᰝ員としてཧ加㸰年目となるチࣙコレ

ートプロジェクトでは、身に付ける力として、「社会貢献力」「ᥦ案力」「実行力」の㸱つをᥖࡆて取

り組ࢇだ。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
ն １㸰月１１᪥㸦Ỉ㸧 
・「越生町を知る」の発表会に㐠Ⴀጤ員・᥎進ጤ員がᑂᰝ員としてཧ加 
 ஦業ビジࣙンで㣴成を目ᣦす人ᮦീとして、඲学科の１年生が越生町とサスティナビリティを理解し、 
デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップを学びこれらを活用した౯ 
್๰㐀活動を行うことで、越生町と産業のᣢ⥆的な成長を実⌧・᥎進する人ᮦを目ᣦした取り組ࡳと 
して実施。 

 
 
 
 
 
 
 

 
շ㸰月㸰㸶᪥㸦金㸧 
 ・஦業᥎進ጤ員会㛤ദ 
 㒊科学┬成果発表会のሗ࿌とㅮホについてᩥࠐ
 活動と᪉㔪についてࡳḟ年ᗘの取り組ࠐ
 その他ࠐ
ពぢ஺᥮ 
成果ሗ࿌会のሗ࿌とㅮホを⪺いたうえで、ྛጤ員のከくの᪉から᫖年ᗘにẚ࡭て、ィ画や஦業ෆᐜも大

きく進Ṍしているというពぢをいただいた。そのうえで、ㄢ㢟にもなࡗているアントレプレナーシップ

の醸成やルーブリックをྵめた自ᕫホ౯の基‽、自㉮にྥけた取り組ࡳについて௨ୗのような活発なព

ぢ஺᥮がࡗ࠶た。 
・アントレプレナーシップや地域解Ỵがపい⌧≧に対して、コンテンࢶを与えるだけでは、受け手が自

ら解Ỵしようというㄢ㢟ព㆑をᣢちにくいというၥ㢟が࠶るのではないか。 
・ルーブリックについても教員も生徒とྠじホ౯基‽を౑う࡭きだとᛮう。ホ౯㍈のព㆑にࢬレが生じ

越生町のሙ所クイࢬ 

チࣙコレート 3- プレࢮンのᵝ子 ᑂᰝ員ヨ㣗 

越生町⫋員の授業 
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ることが࠶るために、生徒とのព㆑のᕪをㄪᩚするᚲ要が࠶る。また学年ごとにルーブリックのホ౯

レ࣋ルの基‽をㄪᩚすることがᮃましい。 
・クイࢬを作成する㐣⛬で、ㄪᰝや制作の中で、「なࡐ㸽」という␲ၥをᣢたせることが㔜要で࠶り、

それによࡗて学びが深まる。 
・ึめは、与えられたㄢ㢟に取り組ませ、そのᚋ自ศで解Ỵする力を㣴うことの᪉が、効果的で࠶る。 
・እ㒊からのインプット⥅⥆的に受けධれる体制をᩚえることが㔜要で࠶り、これにより、学びのᖜが

深まる。 
・アントレプレナーシップや地域ㄢ㢟解Ỵにおいては、࡝こにゴールを設定するかが㔜要で࠶り、これ

により学びのᖜがᗈがる。 
・キーポイントは教ᖌで࠶り、教ᖌ自身が࡝のように授業をኚ㠉していくかが㔜要で࠶る。᭱ ⤊的には、

カリキュラ࣒をኚ᭦することで、他ᰯとのᕪู化がᅗれる。 
・₯ᅾ的に࠶るㄢ㢟を࡝のようにᘬきฟすかが㔜要で࠶り、௒から学び、身に付けておくことが社会に

ฟた㝿にゆうりになる。 
・デジタルリテラシーについて、ࢯサエティ 5.0 な࡝の社会的トレンドやキー࣡ードを受け手が理解で

きるようかࡳ○いてఏえることが㔜要で࠶る。 
・ᗙ学を⧞り㏉すのではなく、実㝿の活動を通じて、アントレプレナーシップに⧅がる発ぢを促すこと

が大ษ。 
஦業⤊஢ᚋの自㉮については 
・コンࢯーシア࣒をᵓ⠏していくሙ合でも、その୺体はΎ࿴学園高ᰯで࠶る࡭きで、እ㒊との連携を進

める๓に、Ύ࿴学園ෆにMHS 体制をしࡗかりとᩚഛ、඘実させることが、㔜要で࠶る。 
・連携組⧊体で町中心としているのは、⌧ᅾの㐠Ⴀጤ員会に近いものになるとᛮࢃれるが、㟷年㒊や地

域おこし༠力㝲➼ⱝく✚ᴟ的な࣓ンバーもど㔝にධれる࡭きではないか。 
ո㸱月１㸲᪥㸦金㸧 
・㐠Ⴀጤ員会㛤ദ 
 㒊科学┬成果発表会のሗ࿌とㅮホについてᩥࠐ
 活動と᪉㔪についてࡳḟ年ᗘの取り組ࠐ
 その他ࠐ
特にḟ年ᗘの取り組ࡳ活動と᪉㔪をᮧୖ CEO から஦業᥎進ጤ員会での自㉮にྥけた取り組ࡳのෆᐜを

紹介し、自㉮にྥけてコンࢯーシア࣒をᵓ⠏していくሙ合でも、その୺体はΎ࿴学園高ᰯで࠶る࡭きで、

እ㒊との連携を進める๓に、Ύ࿴学園ෆに MHS 体制をしࡗかりとᩚഛ、඘実させることが、㔜要で࠶

る。 
連携組⧊体で町中心としているのは、⌧ᅾの㐠Ⴀጤ員会に近いものになるとᛮࢃれるが、㟷年㒊や地

域おこし༠力㝲➼ⱝく✚ᴟ的な࣓ンバーもど㔝にධれる࡭きではないか。 
そのᚋྛ㐠Ⴀጤ員から௒年ᗘの取り組ࡳ活動の᣺り㏉りや自㉮にྥけたពぢ஺᥮が行ࢃれた。 

・高ᰯ生・大学生が町ෆ企業に༞業ᚋᑵ⫋して町作りのリーࢲーになࡗてもらいたいというのは越生町

の㢪いでも࠶る。企業の受け─となࡗてもらえるような活動を展㛤して࡯しい。できるだけ、越生町

の企業にᑵ⫋してもらえるような取り組ࡳが㔜要で࠶る。 

・⌧ᅾの 0H6 で取り組ࢇでいる自動㐠㌿のෆᐜはとてもⰋいとᛮう。越生町の⌧ᅾの஺通ၥ㢟を考えた

時ほගバスのルートは༢⣧な㊰⥺なので、自動㐠㌿バス➼のᑟධができないか。 

ᇸ⋢工業大学のΏ㒊ඛ生と⧅ࡆることができる。深㇂ᕷはすでに自動㐠㌿を㛤ጞしているが┴ෆの町

ᮧにはまだない。大学・高ᰯ・越生町という組⧊のᯟの中で取り組めないか。 

・越生町は஺通ᨻ⟇を෌᳨ウしていく時期に᮶ている。චチ㏉⣡ᚋの᪉⟇、タクシーๆの㈝用もかかり

㐣ࡂている。自動㐠㌿ᢏ術でᇸ⋢工業大学との連携ができれࡤとても࠶りがたい。ᑡしずつでは࠶る

が、研究しながら๓に進ࢇでいきたい。教習所での実ド実㦂をやࡗているので࠶れࡤᶵ会が࠶れࡤ⚾

を᫝㠀࿧ࢇでḧしい。 

・１年目より㸰年目と᪥に᪥にෆᐜが඘実してきているのがⰋくศかる。௒までは学ᰯෆでの成果がከ 

かࡗたが、町・地域と連携した効果や生徒がᥦၐしているようなテー࣐ࣃークはỴして㠀⌧実的なこ 

とではないとᛮう。 

町や地域のㄢ㢟を発ぢしてやりたいことをᥥくことはとても大ษなことで࠶る。目的をᥥいていかな 

いと自㉮にྥけた行動が動いていかない。高ᰯ生の発᝿が地域を動かすことも࠶る。 

㸱年⤊ࡗࢃて完成で⤊஢はもࡗたいない。✚ᴟ的にできることを⚾たちも༠力したい。 

・௒町が考えている「越生フ࢓ンクラブ」とᮏᰯがコラ࣎できないか。 

「越生フ࢓ンクラブ」はまだᵓ᝿ẁ㝵でල体的には進ࢇでいない。関ಀ人ཱྀをቑやしたい。フ࢓ンク 

ラブ大会を㛤き、᭱⤊的には定ఫを促し、人ཱྀῶᑡをṆめたい。ḟୡ௦のネクストリーࢲーࢬプロジ 

ェクトに高ᰯ生もཧ画していただけれ࠶ࡤりがたい。⚾のᐙにも梅の手ఏいに᮶てくれる人がいる梅 

取りをᴦしࡳにしてくれている。そういうሙ所をᗈめていきたい。 

梅の駅の㸰㝵を୍年中౑用できるような取り組ࡳ౛えࡤ高ᰯ生レストランや᭩ᗑとのコラ࣎、ᗑのᚋ

 。る࠶うかⱝい力を活用することが大ษで࡝たらࡗる。ⶶのႚⲔをや࠶にⶶが㸱つࢁ

・0H6஦業を࡝れだけ町の人は認知しているのか。616やインスタ➼の発信はしているとᛮうが、発信の

௙᪉を௒୍Ṍ工ኵするᚲ要も࠶るのではないか。 

そのୖで、௒までฟてきた取り組ࡳが町඲体にᗈがり、┒りୖがࡗてくれࡤとᛮう。 
 
７、஦業の実⦼ 
㸦１㸧実施᪥⛬ 

業ົ㡯目 実施期間㸦௧࿴㸴年㸲月１᪥ ～ ௧࿴７年㸱月㸱１᪥㸧 
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自動㌴科とㄪ理科での連携 
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ることが࠶るために、生徒とのព㆑のᕪをㄪᩚするᚲ要が࠶る。また学年ごとにルーブリックのホ౯

レ࣋ルの基‽をㄪᩚすることがᮃましい。 
・クイࢬを作成する㐣⛬で、ㄪᰝや制作の中で、「なࡐ㸽」という␲ၥをᣢたせることが㔜要で࠶り、

それによࡗて学びが深まる。 
・ึめは、与えられたㄢ㢟に取り組ませ、そのᚋ自ศで解Ỵする力を㣴うことの᪉が、効果的で࠶る。 
・እ㒊からのインプット⥅⥆的に受けධれる体制をᩚえることが㔜要で࠶り、これにより、学びのᖜが

深まる。 
・アントレプレナーシップや地域ㄢ㢟解Ỵにおいては、࡝こにゴールを設定するかが㔜要で࠶り、これ

により学びのᖜがᗈがる。 
・キーポイントは教ᖌで࠶り、教ᖌ自身が࡝のように授業をኚ㠉していくかが㔜要で࠶る。᭱ ⤊的には、

カリキュラ࣒をኚ᭦することで、他ᰯとのᕪู化がᅗれる。 
・₯ᅾ的に࠶るㄢ㢟を࡝のようにᘬきฟすかが㔜要で࠶り、௒から学び、身に付けておくことが社会に

ฟた㝿にゆうりになる。 
・デジタルリテラシーについて、ࢯサエティ 5.0 な࡝の社会的トレンドやキー࣡ードを受け手が理解で

きるようかࡳ○いてఏえることが㔜要で࠶る。 
・ᗙ学を⧞り㏉すのではなく、実㝿の活動を通じて、アントレプレナーシップに⧅がる発ぢを促すこと

が大ษ。 
஦業⤊஢ᚋの自㉮については 
・コンࢯーシア࣒をᵓ⠏していくሙ合でも、その୺体はΎ࿴学園高ᰯで࠶る࡭きで、እ㒊との連携を進

める๓に、Ύ࿴学園ෆにMHS 体制をしࡗかりとᩚഛ、඘実させることが、㔜要で࠶る。 
・連携組⧊体で町中心としているのは、⌧ᅾの㐠Ⴀጤ員会に近いものになるとᛮࢃれるが、㟷年㒊や地

域おこし༠力㝲➼ⱝく✚ᴟ的な࣓ンバーもど㔝にධれる࡭きではないか。 
ո㸱月１㸲᪥㸦金㸧 
・㐠Ⴀጤ員会㛤ദ 
 㒊科学┬成果発表会のሗ࿌とㅮホについてᩥࠐ
 活動と᪉㔪についてࡳḟ年ᗘの取り組ࠐ
 その他ࠐ
特にḟ年ᗘの取り組ࡳ活動と᪉㔪をᮧୖ CEO から஦業᥎進ጤ員会での自㉮にྥけた取り組ࡳのෆᐜを

紹介し、自㉮にྥけてコンࢯーシア࣒をᵓ⠏していくሙ合でも、その୺体はΎ࿴学園高ᰯで࠶る࡭きで、

እ㒊との連携を進める๓に、Ύ࿴学園ෆに MHS 体制をしࡗかりとᩚഛ、඘実させることが、㔜要で࠶

る。 
連携組⧊体で町中心としているのは、⌧ᅾの㐠Ⴀጤ員会に近いものになるとᛮࢃれるが、㟷年㒊や地

域おこし༠力㝲➼ⱝく✚ᴟ的な࣓ンバーもど㔝にධれる࡭きではないか。 
そのᚋྛ㐠Ⴀጤ員から௒年ᗘの取り組ࡳ活動の᣺り㏉りや自㉮にྥけたពぢ஺᥮が行ࢃれた。 

・高ᰯ生・大学生が町ෆ企業に༞業ᚋᑵ⫋して町作りのリーࢲーになࡗてもらいたいというのは越生町

の㢪いでも࠶る。企業の受け─となࡗてもらえるような活動を展㛤して࡯しい。できるだけ、越生町

の企業にᑵ⫋してもらえるような取り組ࡳが㔜要で࠶る。 

・⌧ᅾの 0H6 で取り組ࢇでいる自動㐠㌿のෆᐜはとてもⰋいとᛮう。越生町の⌧ᅾの஺通ၥ㢟を考えた

時ほගバスのルートは༢⣧な㊰⥺なので、自動㐠㌿バス➼のᑟධができないか。 

ᇸ⋢工業大学のΏ㒊ඛ生と⧅ࡆることができる。深㇂ᕷはすでに自動㐠㌿を㛤ጞしているが┴ෆの町

ᮧにはまだない。大学・高ᰯ・越生町という組⧊のᯟの中で取り組めないか。 

・越生町は஺通ᨻ⟇を෌᳨ウしていく時期に᮶ている。චチ㏉⣡ᚋの᪉⟇、タクシーๆの㈝用もかかり

㐣ࡂている。自動㐠㌿ᢏ術でᇸ⋢工業大学との連携ができれࡤとても࠶りがたい。ᑡしずつでは࠶る

が、研究しながら๓に進ࢇでいきたい。教習所での実ド実㦂をやࡗているので࠶れࡤᶵ会が࠶れࡤ⚾

を᫝㠀࿧ࢇでḧしい。 

・１年目より㸰年目と᪥に᪥にෆᐜが඘実してきているのがⰋくศかる。௒までは学ᰯෆでの成果がከ 

かࡗたが、町・地域と連携した効果や生徒がᥦၐしているようなテー࣐ࣃークはỴして㠀⌧実的なこ 

とではないとᛮう。 

町や地域のㄢ㢟を発ぢしてやりたいことをᥥくことはとても大ษなことで࠶る。目的をᥥいていかな 

いと自㉮にྥけた行動が動いていかない。高ᰯ生の発᝿が地域を動かすことも࠶る。 

㸱年⤊ࡗࢃて完成で⤊஢はもࡗたいない。✚ᴟ的にできることを⚾たちも༠力したい。 

・௒町が考えている「越生フ࢓ンクラブ」とᮏᰯがコラ࣎できないか。 

「越生フ࢓ンクラブ」はまだᵓ᝿ẁ㝵でල体的には進ࢇでいない。関ಀ人ཱྀをቑやしたい。フ࢓ンク 

ラブ大会を㛤き、᭱⤊的には定ఫを促し、人ཱྀῶᑡをṆめたい。ḟୡ௦のネクストリーࢲーࢬプロジ 

ェクトに高ᰯ生もཧ画していただけれ࠶ࡤりがたい。⚾のᐙにも梅の手ఏいに᮶てくれる人がいる梅 

取りをᴦしࡳにしてくれている。そういうሙ所をᗈめていきたい。 

梅の駅の㸰㝵を୍年中౑用できるような取り組ࡳ౛えࡤ高ᰯ生レストランや᭩ᗑとのコラ࣎、ᗑのᚋ

 。る࠶うかⱝい力を活用することが大ษで࡝たらࡗる。ⶶのႚⲔをや࠶にⶶが㸱つࢁ

・0H6஦業を࡝れだけ町の人は認知しているのか。616やインスタ➼の発信はしているとᛮうが、発信の

௙᪉を௒୍Ṍ工ኵするᚲ要も࠶るのではないか。 

そのୖで、௒までฟてきた取り組ࡳが町඲体にᗈがり、┒りୖがࡗてくれࡤとᛮう。 
 
７、஦業の実⦼ 
㸦１㸧実施᪥⛬ 

業ົ㡯目 実施期間㸦௧࿴㸴年㸲月１᪥ ～ ௧࿴７年㸱月㸱１᪥㸧 
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中学ᰯ・特ูᨭ᥼学ᰯ➼教員・高➼学ᰯ教員にㄝ᫂・産業教育関ಀ⪅

自動㌴科とㄪ理科での連携 
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ձ๓年ᗘ஦業の⥅⥆とブラッシュアップ 

 ᰯෆ連携体制を඲教⫋員がඹ᭷できる組⧊表を᪂たに作成し、᫖年ᗘの⟶理⪅ᮅ会組⧊㸦ᰯ長・C(2・

教㢌・教育㒊長でᮅ♩⤊஢ᚋ月᭙᪥～金᭙᪥で実施㸧と0H6 ጤ員会の中に月᭙᪥自動㌴科とㄪ理科にಀ

る඲⫋員が㝸㐌で定期的に㛤ദできる自動㌴㒊会とㄪ理科㒊会を設定し、ྛ㒊会をまとめる0H6ࢃ ᢸᙜ

教員を１名ずつ᪂たに㓄⨨した組⧊にኚ᭦し、㸰年目の஦業に取り組ࢇだ。 

 また授業と能力・スキルの࣐トリックスを作成し、それࡒれの授業やプロジェクトにしࡗかりと఩⨨ 

付けた取り組ࡳ活動を実施した。 

授業名�3-名 

自動㌴科 ㄪ理科 

越
生
町
理
解 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

理
解 

デ
ジ
タ
ル
リ 

テ
ラ
シ
ー 

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ス
キ
ル 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

越生町を学ぶ㸦ྛ科・

成果発表㸧 
䕿   䕿   䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

6'*Vを学ぶ 䕿   䕿  䕿 䕿  䕿 䕿

,C7基♏�ㄪ理手㡰フロ

ー 
䕿   䕿     䕿 䕿 䕿 

9R⁐᥋ 䕿        䕿   

(9࣋ンチャーから学ぶ 䕿       䕿 䕿 䕿 䕿

,C7による地域ㄢ㢟解

Ỵ 
䕿      䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

C$6(㸩Ș 䕿 䕿 䕿    䕿 䕿 䕿 䕿

᭱᪂ᩚഛᢏ術ධ㛛  䕿       䕿  䕿

⎔ቃとクル࣐について

学ぶ 
 䕿     䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

ᢏ能コンクール   䕿     䕿 䕿 䕿

特産品授業    䕿 䕿 䕿 䕿 䕿    

クリス࣐スコンテスト    䕿 䕿   䕿 䕿 䕿

ᩱ理෗┿᧜ᙳ    䕿     䕿 䕿 䕿 
  

授業名�3-名 

自動㌴科 ㄪ理科 

越
生
町
理
解 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

理
解 

デ
ジ
タ
ル
リ 

テ
ラ
シ
ー 

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル 

ス
キ
ル 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

シ
ッ
プ 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ    䕿    䕿 䕿 䕿

⸆⮃を学ぶ    䕿  䕿 䕿   䕿

チࣙコレート3-     䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

⤥㣗業ົを学ぶ㸦大㔞ㄪ

理㸧 
     䕿    䕿 䕿 

特産品ランチ学ෆ販売      䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

❧㣗ビュッフェを学ぶ      䕿   䕿 䕿

特産品レシピ❧㣗ビュッ

フェ㸦༞業作品展) 
     䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

 活動ࡳ学科ඹ通的な取り組ڦ

୺に１年生を対㇟に実施 

・「越生町」についての学びやサステナビリティへの理解、,C7に関する取り組ࡳを中心に実施した。 

【授業名・プロジェクト名】 「越生町を学ぶ」㸦概ㄽ㸧 

㸴月１㸷᪥ (Ỉ) �年生඲学科「LHR・総合的な探究の時間で実施」 

【授業の概要・狙い】  

越生町እから通学する生徒がከいことから、越生町への理解を深める狙いで実施㹿 

・越生町⫋員や関ಀ⪅から越生町についてのヰを⪺き、生徒がㄪ࡭学習を通して越生町を学び、その⤖

果をまとめて１㸰月に発表会を実施して、㐠Ⴀጤ員で࠶る町長をはじめ・産業実ົᐙ教員や越生町の

関ಀ⪅の๓で発表する。 

・発表は学科ẖに自動㌴科・クイࢤࢬー࣒、ㄪ理科・ポスター制作、普通科・動画制作➼越生町を知ら 

ない人に越生町を知ࡗてもらうことを目的としたෆᐜとする。 

･クイࢤࢬー࣒は越生町に関するクイࢬを考えて,C7基♏で実施するクイࢤࢬー࣒を応用して制作。 

・ポスターは越生町の特産品について学び、その特産品・〇品の販売促進のためのポスターを制作。 

・動画は、ゆずの里ケーブルテレビの社員のᣦᑟを受けながら制作して、完成した作品は、<RXWXEHᙧ 

にして発表会௨እ学ᰯの࣍ー࣒࣌ージやインスタグラ࣒また1aWXUH甲子園にも応募させ、生徒に地域

の㨩力を考えるᶵ会をᥦ౪する。 

 
 
 
 
 
 

クイࢬ越生町の㋃ษのᩘは㸽 おごせ君と生徒の動画作成 
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ձ๓年ᗘ஦業の⥅⥆とブラッシュアップ 

 ᰯෆ連携体制を඲教⫋員がඹ᭷できる組⧊表を᪂たに作成し、᫖年ᗘの⟶理⪅ᮅ会組⧊㸦ᰯ長・C(2・

教㢌・教育㒊長でᮅ♩⤊஢ᚋ月᭙᪥～金᭙᪥で実施㸧と0H6 ጤ員会の中に月᭙᪥自動㌴科とㄪ理科にಀ

る඲⫋員が㝸㐌で定期的に㛤ദできる自動㌴㒊会とㄪ理科㒊会を設定し、ྛ㒊会をまとめる0H6ࢃ ᢸᙜ

教員を１名ずつ᪂たに㓄⨨した組⧊にኚ᭦し、㸰年目の஦業に取り組ࢇだ。 

 また授業と能力・スキルの࣐トリックスを作成し、それࡒれの授業やプロジェクトにしࡗかりと఩⨨ 

付けた取り組ࡳ活動を実施した。 

授業名�3-名 

自動㌴科 ㄪ理科 

越
生
町
理
解 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

理
解 

デ
ジ
タ
ル
リ 

テ
ラ
シ
ー 

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ス
キ
ル 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

越生町を学ぶ㸦ྛ科・

成果発表㸧 
䕿   䕿   䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

6'*Vを学ぶ 䕿   䕿  䕿 䕿  䕿 䕿

,C7基♏�ㄪ理手㡰フロ

ー 
䕿   䕿     䕿 䕿 䕿 

9R⁐᥋ 䕿        䕿   

(9࣋ンチャーから学ぶ 䕿       䕿 䕿 䕿 䕿

,C7による地域ㄢ㢟解

Ỵ 
䕿      䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

C$6(㸩Ș 䕿 䕿 䕿    䕿 䕿 䕿 䕿

᭱᪂ᩚഛᢏ術ධ㛛  䕿       䕿  䕿

⎔ቃとクル࣐について

学ぶ 
 䕿     䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

ᢏ能コンクール   䕿     䕿 䕿 䕿

特産品授業    䕿 䕿 䕿 䕿 䕿    

クリス࣐スコンテスト    䕿 䕿   䕿 䕿 䕿

ᩱ理෗┿᧜ᙳ    䕿     䕿 䕿 䕿 
  

授業名�3-名 

自動㌴科 ㄪ理科 

越
生
町
理
解 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

理
解 

デ
ジ
タ
ル
リ 

テ
ラ
シ
ー 

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル 

ス
キ
ル 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

シ
ッ
プ 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ    䕿    䕿 䕿 䕿

⸆⮃を学ぶ    䕿  䕿 䕿   䕿

チࣙコレート3-     䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

⤥㣗業ົを学ぶ㸦大㔞ㄪ

理㸧 
     䕿    䕿 䕿 

特産品ランチ学ෆ販売      䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

❧㣗ビュッフェを学ぶ      䕿   䕿 䕿

特産品レシピ❧㣗ビュッ

フェ㸦༞業作品展) 
     䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 

 活動ࡳ学科ඹ通的な取り組ڦ

୺に１年生を対㇟に実施 

・「越生町」についての学びやサステナビリティへの理解、,C7に関する取り組ࡳを中心に実施した。 

【授業名・プロジェクト名】 「越生町を学ぶ」㸦概ㄽ㸧 

㸴月１㸷᪥ (Ỉ) �年生඲学科「LHR・総合的な探究の時間で実施」 

【授業の概要・狙い】  

越生町እから通学する生徒がከいことから、越生町への理解を深める狙いで実施㹿 

・越生町⫋員や関ಀ⪅から越生町についてのヰを⪺き、生徒がㄪ࡭学習を通して越生町を学び、その⤖

果をまとめて１㸰月に発表会を実施して、㐠Ⴀጤ員で࠶る町長をはじめ・産業実ົᐙ教員や越生町の

関ಀ⪅の๓で発表する。 

・発表は学科ẖに自動㌴科・クイࢤࢬー࣒、ㄪ理科・ポスター制作、普通科・動画制作➼越生町を知ら 

ない人に越生町を知ࡗてもらうことを目的としたෆᐜとする。 

･クイࢤࢬー࣒は越生町に関するクイࢬを考えて,C7基♏で実施するクイࢤࢬー࣒を応用して制作。 

・ポスターは越生町の特産品について学び、その特産品・〇品の販売促進のためのポスターを制作。 

・動画は、ゆずの里ケーブルテレビの社員のᣦᑟを受けながら制作して、完成した作品は、<RXWXEHᙧ 

にして発表会௨እ学ᰯの࣍ー࣒࣌ージやインスタグラ࣒また1aWXUH甲子園にも応募させ、生徒に地域

の㨩力を考えるᶵ会をᥦ౪する。 

 
 
 
 
 
 

クイࢬ越生町の㋃ษのᩘは㸽 おごせ君と生徒の動画作成 
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ᇸ⋢᪂⪺グ஦ ���� 年 � 月 � ᪥ カードケー࣒のᵝ子 

【成 果】 

・授業ᚋのアンケートでは、町の活動や3R活動へのዲព的なពぢがከく、特にṇ月の୐⚟⚄ᕠりや 

動画3Rがホ౯された。 

・タイ࣒スリップᙧ式で೧人とฟ会うという3R動画制作や越生町クイࢬ作成な࡝のල体的なᥦ案も 

寄せられ、地域理解を深める活動のྍ能性が示された㹿 

【能力・スキル】 

越生町理解  

【連携企業】越生町 
 

【授業名・プロジェクト名】「6'*Vを学ぶ」  

㸴月㸰㸴᪥㸦Ỉ㸧�年生඲学科「LHR・総合的な探究の時間で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・6;人ᮦ育成の基♏として�年生඲学科のཧ加を通じてサステナビリティの理解を深めるとඹに、 

学科間の஺ὶを促進することを目的に実施。 

・授業では「7KH $FWLRn㸟～6'*Vカードࢤー࣒～」㸦プロジェクトデࢨイン社㸧を活用して学科ΰ 

成のチー࣒で活動を展㛤する。生徒たちはࢤー࣒を通じて6'*Vの㐩成にྥけた行動を考え、᪥ᖖ 

生活や学ᰯ生活で実㊶ྍ能なアイデアをᶍ⣴させる。さらに、越生町の地域ㄢ㢟をテー࣐に、グル 

ープごとに解Ỵ⟇を考案し、発表を行うことでㄢ㢟解Ỵ力を㣴う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6'*V のࢤー࣒のルール学習 ࢤー࣒の᣺り㏉り 

越生町でฟ᮶る6'*Vの取り組ࡳを㆟ㄽ 

【成 果】 

・生徒たちは、⎔ቃಖㆤや㈨※の⠇⣙、地域ㄢ㢟の解Ỵにྥけたල体的なアイデアをᩘከくᥦ案するこ 

とができた。特に越生町における人ཱྀῶᑡやほග促進のアイデアでは、テー࣐ࣃークや616活用とい 

 。た᩾᪂なពぢもฟたࡗ

・授業を通じて6'*Vのព⩏を理解するとともに、他学科生徒との༠力の㔜要性を実感するሙとなࡗ 

 た。 

【能力・スキル】 

  越生町理解・サステナビリティ理解・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【連携企業】177ᮾ᪥ᮏ テル࢘ェルᮾ᪥ᮏ 

 
【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(越生町クイࢬ) 

１年自動㌴科 (１㸮月～１㸰月) 「自動㌴工学・LHR･自動㌴概ㄽで実施」 
【授業の概要・狙い】 
・,C7の基♏知㆑とㄽ理的ᛮ考力を㣴いながら、地域理解を深めることを目的に実施する。 

・,C7基♏として生徒はCKURPHERRNの6FUaWFKで�ᢥクイࢬのプログラ࣑ングを行い௙組ࡳについ 

て学ࡤせる。 

・クイࢬ制作では越生町をテー࣐にインターネット᳨⣴してCanvaのオンライン࣍࣡イト࣎ードでブ 

レストを実施、クイࢬのෆᐜを発案。஺通や自動㌴の知㆑を┒り㎸ࢇだၥ㢟も作成させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒は,C7ᶵჾの基♏᧯作やኚᩘฎ理を通じて,C7スキルのྥୖとクイࢬ制作の㐣⛬でㄽ理的ᛮ考 

力や᝟ሗᩚ理力を身に付けることができた。 

・越生町クイࢬ制作を通じて地域理解を深め、୺体的に地域㈨※を活用するព㆑を高めることができ 

た。さらに、自動㌴や஺通関連の知㆑をクイࢬに┒り㎸むことで、自動㌴科らしいどⅬで学びを発 

展させることができた。 

【能力・スキル】 

 越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【連携企業】株式会社アルトテラス・株式会社タカインフォテクノ 
 
【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(特産品ポスター) 
１年ㄪ理科 (１㸮月～１㸰月) 「ㄪ理理ㄽ・LHR･ᐙᗞ基♏で実施」 

【授業の概要・狙い】 
・越生町の�ḟ産業化商品を㢟ᮦに、地元特産品の㨩力を発信するポスターを制作させる。 

・生徒たちは実㝿に商品をヨ㣗し、㨩力を実感したୖで㢟ᮦを㑅定。商品の特長を理解し、効果的な 

訴求᪉ἲを考えることを目的に、⊂自のキャッチコピーをグループでブレインストー࣑ングして考 
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ᇸ⋢᪂⪺グ஦ 2024 年 7 月 7 ᪥ カードケー࣒のᵝ子 

【成 果】 

・授業ᚋのアンケートでは、町の活動や3R活動へのዲព的なពぢがከく、特にṇ月の୐⚟⚄ᕠりや 

動画3Rがホ౯された。 

・タイ࣒スリップᙧ式で೧人とฟ会うという3R動画制作や越生町クイࢬ作成な࡝のල体的なᥦ案も 

寄せられ、地域理解を深める活動のྍ能性が示された㹿 

【能力・スキル】 

越生町理解  

【連携企業】越生町 
 

【授業名・プロジェクト名】「6'*Vを学ぶ」  

㸴月㸰㸴᪥㸦Ỉ㸧�年生඲学科「LHR・総合的な探究の時間で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・6;人ᮦ育成の基♏として�年生඲学科のཧ加を通じてサステナビリティの理解を深めるとඹに、 

学科間の஺ὶを促進することを目的に実施。 

・授業では「7KH $FWLRn㸟～6'*Vカードࢤー࣒～」㸦プロジェクトデࢨイン社㸧を活用して学科ΰ 

成のチー࣒で活動を展㛤する。生徒たちはࢤー࣒を通じて6'*Vの㐩成にྥけた行動を考え、᪥ᖖ 

生活や学ᰯ生活で実㊶ྍ能なアイデアをᶍ⣴させる。さらに、越生町の地域ㄢ㢟をテー࣐に、グル 

ープごとに解Ỵ⟇を考案し、発表を行うことでㄢ㢟解Ỵ力を㣴う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs のࢤー࣒のルール学習 ケー࣒の᣺り㏉り 

越生町でฟ᮶る6'*Vの取り組ࡳを㆟ㄽ 

【成 果】 

・生徒たちは、⎔ቃಖㆤや㈨※の⠇⣙、地域ㄢ㢟の解Ỵにྥけたල体的なアイデアをᩘከくᥦ案するこ 

とができた。特に越生町における人ཱྀῶᑡやほග促進のアイデアでは、テー࣐ࣃークや616活用とい 

 。た᩾᪂なពぢもฟたࡗ

・授業を通じて6'*Vのព⩏を理解するとともに、他学科生徒との༠力の㔜要性を実感するሙとなࡗ 

 た。 

【能力・スキル】 

  越生町理解・サステナビリティ理解・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【連携企業】177ᮾ᪥ᮏ テル࢘ェルᮾ᪥ᮏ 

 
【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(越生町クイࢬ) 

１年自動㌴科 (１㸮月～１㸰月) 「自動㌴工学・LHR･自動㌴概ㄽで実施」 
【授業の概要・狙い】 
・,C7の基♏知㆑とㄽ理的ᛮ考力を㣴いながら、地域理解を深めることを目的に実施する。 

・,C7基♏として生徒はCKURPHERRNの6FUaWFKで�ᢥクイࢬのプログラ࣑ングを行い௙組ࡳについ 

て学ࡤせる。 

・クイࢬ制作では越生町をテー࣐にインターネット᳨⣴してCanvaのオンライン࣍࣡イト࣎ードでブ 

レストを実施、クイࢬのෆᐜを発案。஺通や自動㌴の知㆑を┒り㎸ࢇだၥ㢟も作成させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒は,C7ᶵჾの基♏᧯作やኚᩘฎ理を通じて,C7スキルのྥୖとクイࢬ制作の㐣⛬でㄽ理的ᛮ考 

力や᝟ሗᩚ理力を身に付けることができた。 

・越生町クイࢬ制作を通じて地域理解を深め、୺体的に地域㈨※を活用するព㆑を高めることができ 

た。さらに、自動㌴や஺通関連の知㆑をクイࢬに┒り㎸むことで、自動㌴科らしいどⅬで学びを発 

展させることができた。 

【能力・スキル】 

 越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【連携企業】株式会社アルトテラス・株式会社タカインフォテクノ 
 
【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(特産品ポスター) 
１年ㄪ理科 (１㸮月～１㸰月) 「ㄪ理理ㄽ・LHR･ᐙᗞ基♏で実施」 

【授業の概要・狙い】 
・越生町の�ḟ産業化商品を㢟ᮦに、地元特産品の㨩力を発信するポスターを制作させる。 

・生徒たちは実㝿に商品をヨ㣗し、㨩力を実感したୖで㢟ᮦを㑅定。商品の特長を理解し、効果的な 

訴求᪉ἲを考えることを目的に、⊂自のキャッチコピーをグループでブレインストー࣑ングして考 
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案させる。 

・Canvaを用いて制作したポスターは、道の駅での地元の梅まつり期間中に展示させ、地域の商品認 

知拡大と販売促進に貢献させる。この活動を通じて、生徒たちは地元の産業や商品に対する理解を 

深めるとともに、クリエイティブな発信力を育ませる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒たちは商品の特長を深く理解し、効果的な訴求力を伴うキャッチコピーを考案する手がかりと 
なる力を身に付けることができた。 

・さらに、ポスター制作を通じて、地元特産品への親近感が醸成されただけでなく、地域活性化に寄 
与する喜びを体感することができた。これにより、地域社会への関心を高める学びを得ることができ 
た。生徒の作品は、越生梅まつりの期間に道の駅に展示。 

【能力・スキル】 

 越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

・アントレプレナーシップ 

【連携企業】株式会社タカインフォテクノ・越生町特産物加工研究所 

【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(動画紹介) 

１年普通科(７月～１１月) 「・LHR･総合的な探究の時間・美術で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・越生町の自然や歴史を他人に紹介するというゴールを設定し、「教えるために自ら学ぶ」という学 

習プロセスを作ることを目的とした授業を実施。 

・地元のゆずの里ケーブルテレビと連携し、第2回ネイチャー甲子園への応募と成果発表会を目標とし 

て、グループごとに動画制作に取り組む。 

・生徒は越生町の自然や歴史について探究学習を行い、その成果を基にシナリオを作成、ケーブルテレ 

ビの社員からカット割りや編集についてアドバイスを受け、動画を完成させる。 

 

 

 

 

 

ポスター作品金賞 ポスター作品銀賞 

普通科おごせ君動画制作 普通科越生町の歴史紹介動画制作 

【成 果】 

・「教えるために学ぶ」という能動的な学びを実⌧することができた。 

・生徒は越生町の自然や歴史についての知㆑を深めるとྠ時に、動画制作を通じて基ᮏ的な動画制作 

スキル、プレࢮンテーシࣙン力や༠ാ力を㣴うことができた。 

・完成させた動画はネイチャー甲子園への応募を通じてእ㒊のホ౯を受けるとともに、地域の㨩力発 

信のᙺ割を果たすことができた。 

【能力・スキル】 

  越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【連携企業】ゆずの里ケーブルテレビ 

 
【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(成果発表会) 
１年自動㌴科・ㄪ理科・普通科１㸰月１１᪥㸦Ỉ㸧「・LHR･自動工学・地理で実施」 

【授業の概要・狙い】 
・඲学科の 1 年生がཧ加し、自動㌴科は「越生町クイࢤࢬー࣒」、ㄪ理科は「特産品ポスター」、 
普通科は「越生町紹介動画」を制作し、㸰ࣨ月間取り組ࢇだ成果を発表させる。 

・発表会には越生町長、⫋員、産業実ົᐙ教員を᮶㈱としてᣍき、クイࢬは඲員で回⟅、ポスターは 
プレࢮンとᢞ⚊、動画はど⫈というᙧ式で進行させる。 

・生徒඲員が発表するᙧ式とすることで他学科との஺ὶとከ㠃的な越生町理解の促進を狙う。 

・また、制作を通じてデジタルリテラシーやコンセプチュアルスキル、アントレプレナーシップが㣴 
成されることを目ᣦす。 
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案させる。 

・Canvaを用いて制作したポスターは、道の駅での地元の梅まつり期間中に展示させ、地域の商品認 

知拡大と販売促進に貢献させる。この活動を通じて、生徒たちは地元の産業や商品に対する理解を 

深めるとともに、クリエイティブな発信力を育ませる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒たちは商品の特長を深く理解し、効果的な訴求力を伴うキャッチコピーを考案する手がかりと 
なる力を身に付けることができた。 

・さらに、ポスター制作を通じて、地元特産品への親近感が醸成されただけでなく、地域活性化に寄 
与する喜びを体感することができた。これにより、地域社会への関心を高める学びを得ることができ 
た。生徒の作品は、越生梅まつりの期間に道の駅に展示。 

【能力・スキル】 

 越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

・アントレプレナーシップ 

【連携企業】株式会社タカインフォテクノ・越生町特産物加工研究所 

【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(動画紹介) 

１年普通科(７月～１１月) 「・LHR･総合的な探究の時間・美術で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・越生町の自然や歴史を他人に紹介するというゴールを設定し、「教えるために自ら学ぶ」という学 

習プロセスを作ることを目的とした授業を実施。 

・地元のゆずの里ケーブルテレビと連携し、第2回ネイチャー甲子園への応募と成果発表会を目標とし 

て、グループごとに動画制作に取り組む。 

・生徒は越生町の自然や歴史について探究学習を行い、その成果を基にシナリオを作成、ケーブルテレ 

ビの社員からカット割りや編集についてアドバイスを受け、動画を完成させる。 

 

 

 

 

 

ポスター作品金賞 ポスター作品銀賞 

普通科おごせ君動画制作 普通科越生町の歴史紹介動画制作 

【成 果】 

・「教えるために学ぶ」という能動的な学びを実⌧することができた。 

・生徒は越生町の自然や歴史についての知㆑を深めるとྠ時に、動画制作を通じて基ᮏ的な動画制作 

スキル、プレࢮンテーシࣙン力や༠ാ力を㣴うことができた。 

・完成させた動画はネイチャー甲子園への応募を通じてእ㒊のホ౯を受けるとともに、地域の㨩力発 

信のᙺ割を果たすことができた。 

【能力・スキル】 

  越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【連携企業】ゆずの里ケーブルテレビ 

 
【授業名・プロジェクト名】「越生町を学ぶ」(成果発表会) 
１年自動㌴科・ㄪ理科・普通科１㸰月１１᪥㸦Ỉ㸧「・LHR･自動工学・地理で実施」 

【授業の概要・狙い】 
・඲学科の 1 年生がཧ加し、自動㌴科は「越生町クイࢤࢬー࣒」、ㄪ理科は「特産品ポスター」、 
普通科は「越生町紹介動画」を制作し、㸰ࣨ月間取り組ࢇだ成果を発表させる。 

・発表会には越生町長、⫋員、産業実ົᐙ教員を᮶㈱としてᣍき、クイࢬは඲員で回⟅、ポスターは 
プレࢮンとᢞ⚊、動画はど⫈というᙧ式で進行させる。 

・生徒඲員が発表するᙧ式とすることで他学科との஺ὶとከ㠃的な越生町理解の促進を狙う。 

・また、制作を通じてデジタルリテラシーやコンセプチュアルスキル、アントレプレナーシップが㣴 
成されることを目ᣦす。 
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